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■接触材に用いるミラカーボン

Ｐ

放流水汚 水

Case1

生物処理槽

Case2

沈殿分離槽

処理水原水

曝気

Case3

人工湿地

余剰汚泥

■排水処理設備における接触材設置場所

※Case1：格子型・織物型接触材を使用。

※Case2、Case3：格子型・房型接触材を使用。

取付用Ｌ型鋼

炭素繊維接触材 結束バンド
600 600 600

300 300 300 300 300 300

※接触材標準間隔：400㎜
炭素繊維接触材

（IL-4K3LA-NN）

配置図

取付用Ｌ型鋼結束バンド

縦連結セット標準取付図

側面図

取付ロープ

房型 【ＣＦＫ－３】 房型 【ＣＦＳ－２】 格子型 【ＣＦＫ－４】 織物型 【ＣＦＨ－２】

炭素繊維量

有効表面積

型 番

商品画像

６０ｇ２０ｇ２０ｇ ４００ｇ±10％

１５㎡ ４０㎡１０㎡１０㎡



650 650 650 650

ＣＦＫ-４

ＣＦＫ-４-２

ＣＦＫ-４-３

ＣＦＫ-４-４

１ m

２ m

３ m

４ m

炭素繊維量 有効表面積

６０ｇ

１２０ｇ

１８０ｇ

２４０ｇ

１５㎡

３０㎡

４５㎡

６０㎡

型 番 長 さ

ＣＦＫ-４ ＣＦＫ-４-２ ＣＦＫ-４-３ ＣＦＫ-４-４

700
取付用パイプ

炭素繊維接触材 結束バンド取付

（CFK-4-2）取付用パイプ

取付ロープ

※幅は、６５㎝にて固定。
※長さは、水深に応じて２５㎝単位にて特注にて製作できます。

結束バンド取付

正面図 側面図

※接触材間隔：100㎜以上推奨

ＣＦＫ－４標準規格

格子型ＣＦＫ－４標準取付図



１．炭素繊維水質浄化材ミラカーボンは、全比表面積として高機能活性炭と同等以上を有していますが、接触材として用いる場合には、フィラメント内部孔の

表面積は、汚泥付着には有効ではないため外表面積のみを有効表面積としています。

２．織物状炭素繊維は、水中にて広がらないため、全表面が有効ではなく有効表面積は軽減します。

３．汚泥表面負荷は、炭素繊維フィラメント表面の凹凸と、フィラメント間にて保持されるためより大量の汚泥が付着します。

４．0.3m/sを超える流速や、曝気などにより渦流が発生する場合には、繊維破断の危険性があるため格子型あるいは織物型接触材を使用してください。
５．ミラカーボン単品および設置用各セット品・ユニットについては、個別カタログを参照してください。

生物膜処理用炭素繊維接触材ミラカーボン

●接触材一般特性

◆有効比表面積：房 型 ０．５ ㎡／ｇ （CFK-3、CFS-2）

格子型 ０．２５ ㎡／ｇ （CFK-4）

織物型 ０．１ ㎡／ｇ

◆汚泥表面負荷：５０ｇ／㎡

MiraCarbon CFK-3 ２０ｇ １０㎡

MiraCarbon CFS-2 ２０ｇ １０㎡

●接触材必要表面積と房型・格子型ミラカーボン本数

必要表面積

（㎡／㎥） 炭素繊維量（g） 本 数

房 型（CFK-3、CFS-2）

１００

１５０

２００

２５０

３００

２００

３００

４００

５００

６００

１０

１５

２０

２５

３０

４２０

６００

８４０

１０２０

１２００

※ＭｉｒａＣａｒｂｏｎ房型は、 ＣＦＫ-3、ＣＦＳ-２を標準とします。

※ＭｉｒａＣａｒｂｏｎ房型本数により、設置方法を選択します。

※ＭｉｒａＣａｒｂｏｎ格子型は、 ＣＦＫ-４を標準として水深により長さを決定します。

※ＭｉｒａＣａｒｂｏｎ格子型は、 取付ロープにより設置用機材に取付を行います。

型 番 炭素繊維量 有効表面積

※織物型炭素繊維 １００ｇ １０㎡

※織物型炭素繊維は、１００ｇ当たりの有効比表面積を現します。

※織物型炭素繊維量は、織物面積当たり５００ｇ／㎡。

MiraCarbon CFK-4 ６０ｇ １５㎡

格子型（CFK-4）

７

１０

１４

１７

２０

◆注意事項

好気性菌

嫌気性菌
微生物膜｛

炭素繊維

の揺れ

水の動き

好気性微生物

嫌気性微生物

炭素繊維フィラメント

嫌気性微生物

好気性微生物

●活性汚泥の大量付着

炭素繊維微細フィラメントの表面形状は凹凸があり１本当たりの表面付着量が大きく

多数が密接して存在することによりフィラメント間に大量の汚泥を保持します。さら

に汚泥は内部まで入り込むため離れずらく滞留時間が長く余剰汚泥の発生を防ぐこと

ができます。

●微生物活性化による高度処理

炭素繊維塊奥部には、嫌気性菌が多く堆積し周辺部には炭素繊維の揺れと水流により

活性度の高い好気性菌が多く堆積します。炭素繊維の揺れにより微生物群は活性され

有機物類ＢＯＤ・ＣＯＤは高度分解され、窒素やリンなど栄養塩類などの分解除去が

促進されます。 ●下水処理施設の活性汚泥処理の安定性向上

●処理速度、処理水質、処理水量等機能向上

●活性汚泥処理の余剰汚泥低減対策

●食品や化学工場排水の生物処理の機能向上

●沈殿槽、放流槽の安定性、放流水質の向上

●河川・湖沼・湿地・海域等の水質浄化施設

●材質：ＰＡＮ系 水溶性サイジング処理

●フィラメント：７μｍ×１５，０００本

●有効比表面積：房 型 ０．５㎡／ｇ

格子型 ０．２５／ｇ

織物型 ０．１㎡／ｇ

●単位長さ重量：１．０ｇ／ｍ

株式会社ソーエン
〒370-0018 群馬県高崎市新保町１６６５－１

TEL +81-27-352-4857 FAX +81-27-352-4875

e-mail: soen.net@gmail.com info@so-en.net

URL http://so-en.net/

■販売･製造元

Cat. NO. J012 2019.01

●炭素繊維接触材の特長

●炭素繊維接触材の用途

●炭素繊維接触材の規格

●水質浄化のメカニズム

炭素繊維の広がりと揺れ

※炭素繊維塊の内部に嫌気性微生物が、表面近くに

好気性微生物が、好んで寄生します。

炭素繊維量（g） 本 数


